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令和７年度第３回古賀市スポーツ推進審議会  

 （部活動地域展開専門部会）会議録  

 

 （要約筆記）  

 

 

【会議の名称】  令和７年度第３回古賀市スポーツ推進審議会  

        （部活動地域展開専門部会）  

 

【日時・場所】  令和７年８月２０日（水）  １８ :３０～２０：００  

リーパスプラザこが交流館 ３階３０２洋室  

 

【審議会次第 】    

１．開会  

２．審議会成立の報告  

３．部会長あいさつ  

４．概要説明及び議事  

（１）市内公園施設の開放状況について  

（２）地域クラブ認定基準及び遵守事項について  

 （３）部活動地域展開における指導者の確保について  

 （４）福岡県における指導者の派遣制度について  

 （５）公立学校の教師等が地域クラブ活動に従事する場合の兼職兼業に  

ついて  

５．その他  

６．閉会  

 

【傍聴者数】  ３人  

 

【出席委員等の氏名】  

委  員：本多壮太郎委員（部会長）、中野敏明委員、薄秀治委員、吉村大  

輔委員、横田覚委員、尾関淳委員  

事務局：生涯学習推進課  課長  樋口武史、生涯学習推進課  参事補佐

兼スポーツ振興 係長  渋田孝治、その他１名  

オブザーバー： 文 化 課  課長  甲斐健史、文化課  文化振興係長  平直美、教  

育総務課  課長  吉永ゆかり、教育総務課  参事補佐兼庶務係
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長  波多江由美  

 

【欠席委員の氏名】  伊藤一哉委員、大森睦子委員  

 

【庶務担当部 署名】  生涯学習推進課  

 

【委員に配布した資料の名称】  

 ・レジュメ  

・市内公園施設の開放状況について【別紙１】  

・地域クラブ認定基準及び遵守事項について【別紙２】  

・部活動地域展開における指導者の確保について【別紙３】  

・福岡県における指導者の派遣制度について【別紙４】  

・公立学校の教師等が地域クラブ活動に従事する場合の兼職兼業につい

て【別紙５】  

 

【審議会概要】  

（１）市内公園施設の開放状況について  

 

【事務局による概要説明】  

 前 回 審 議会 に お いて 学 校 体育 施 設 開放 状 況 につ い て 示し て い たが 、 公 園施 設

開放 状 況 につ い て 示し て い なか っ た こと か ら 、今 回 示 すこ と と した 。 千 鳥ケ 池

公園 、 小 野公 園 、 古賀 グ リ ーン パ ー ク の 大 き な３ つ の 公園 を 示 す。 千 鳥 ケ池 公

園と 古 賀 グリ ー ン パー ク に つい て は 照明 設 備 があ り 、 施設 に よ って 異 な るが ２

０時 か ら ２２ 時 ま での 開 放 とな っ て おり 、 小 野公 園 に つい て は 照明 設 備 が無 い

ため 、 １ ７時 ま た は１ ９ 時 まで の 開 放と な っ てい る が 、当 日 の 気象 状 況 によ っ

ては 変 更 とな る こ とが あ る 。  

 

【審議】  

 （薄委員）  

部活動地域展開された際の使用可能な施設という認識で良いか。  

 

 （事務局）  

 使用する可能性がある。  
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 （薄委員）  

 部 活 動 地 域 展 開 さ れ た 際 の 公 園 施 設 を 含 め 、 体 育 施 設 の 優 先 予 約 に つ い

てはどうか。  

 

 （事務局）  

 公 園 施 設 は 都 市 整 備 課 が 管 理 し て お り こ れ か ら の 協 議 と な る 。 学 校 施 設

で は 部 活 動 地 域 展 開 さ れ た 地 域 ク ラ ブ が 、 既 存 の ク ラ ブ よ り 優 先 さ れ る 予

約方法を検討している。  

 

 （薄委員）  

 既 存 の 少 年 野 球 や 少 年 サ ッ カ ー と い っ た ク ラ ブ チ ー ム が メ イ ン で 使 用 し

て い る 施 設 が あ る と 考 え る 。 そ の よ う な ク ラ ブ チ ー ム よ り 、 地 域 ク ラ ブ が

優先して使用するという認識で良いか。  

 

 （事務局）  

 そのような方向で検討している。  

 

 （薄委員）  

 そ う い っ た 情 報 は 既 存 の ク ラ ブ チ ー ム に い つ 伝 達 さ れ る の か 。 恐 ら く 混

乱を招くのではないか。  

 

 （事務局）  

 現段階では決定していないが、公平性を損なわないように検討する。  

 

 （薄委員）  

 既 存 の ク ラ ブ の 場 所 の 確 保 が 難 し く な る こ と を 想 定 し て い か な け れ ば な

ら な い 。 地 域 ク ラ ブ へ の 優 先 が 波 紋 を 呼 ぶ こ と が 想 定 さ れ る た め 、 可 能 な

限り早く方向性を示すことが大切である。  

 

 （事務局）  

 地 域 ク ラ ブ は 学 校 施 設 の 使 用 が 大 原 則 と な る 。 公 園 施 設 は 多 く の 既 存 ク

ラ ブ が 使 用 し て い る た め 、 バ ラ ン ス を 保 つ こ と が 重 要 で あ る 。 理 想 と し て

は 地 域 ク ラ ブ を 優 先 し た い が 、 既 存 の ク ラ ブ と の 公 平 性 を 保 つ た め に も 、

都市整備課と協議しながら課題として検討していく。  
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（２）地域クラブ認定基準及び遵守事項について  

 

【事務局による概要説明】  

 前 回 審 議会 で 示 し、 認 定 基準 と し てハ ー ド ルが 高 す ぎる の で はと い う 意見 が

挙が っ た こと か ら 、見 直 し を行 っ た こと か ら 主な 箇 所 を説 明 す る。 ２ ペ ージ 目 、

認定 要 件 の表 の 『 活動 の 持 続性 を 担 保す る た めの 指 導 ・運 営 体 制が 構 築 され て

い る こ と 』 に つ い て 、 一 部 文 言 を 削 除 し た 。 ま た 、『 ク ラ ブ 活 動 の 運 営 に 必 要

な競 技 団 体の コ ー チ資 格 等 を取 得 す るこ と 』 につ い て 、資 格 取 得を 要 件 とし て

いた が こ の要 件 を 削除 し 、 安全 管 理 やハ ラ ス メン ト 等 に関 す る 知識 を 身 につ け

る こ と と い う 文 言 を 追 記 し た 。『 プ レ イ ヤ ー フ ァ ー ス ト の 一 貫 し た 指 導 の 在 り

方を 明 示 する こ と 』に つ い ては そ の まま 記 載 する こ と とし て い る。 次 に 『市 が

推進 す る 学校 部 活 動の 地 域 移行 に つ いて 、 市 へ協 力 す るこ と 』 につ い て 、市 の

求め に 応 じ、 必 要 な会 議 等 へ参 画 す るこ と と いう 文 言 を削 除 し た。  

 ３ ペ ー ジ目 、 ① 活動 時 間 、休 養 日 につ い て 、ス ポ ー ツ庁 が 『 スポ ー ツ 医・ 科

学 の 観 点 か ら の ジ ュ ニ ア 期 に お け る ス ポ ー ツ 活 動 時 間 に つ い て 』（ 平 成 ２ ９ 年

１２ 月 １ ８日 公 益 財団 法 人 日本 体 育 協会 ） を 示し て い るが 、 既 存の ク ラ ブに 対

する 活 動 時間 の 要 件・ 上 限 につ い て 記載 さ れ てい る 。 仮に 市 が 補助 金 を 受け て

実証 事 業 を実 施 す る場 合 は 見直 す こ とが あ る かも し れ ない が 、 現時 点 で はこ の

活動 時 間 で検 討 し てい る 。 ②活 動 場 所・ 活 動 時間 に つ いて 、 部 活動 地 域 移行 期

間中 、 学 校周 辺 が 混雑 す る 可能 性 が ある こ と から １ ７ 時３ ０ 分 から の 活 動時 間

とし て い る。  

 ４ ペ ー ジ 目 、（ ２ ） 中 学 校 備 品 借 用 及 び 施 設 利 用 に 当 た っ て の 遵 守 事 項 等 に

つい て 、 その 活 動 の趣 旨 、 内容 等 に 即し て 市 が定 め る 場合 が あ る。 と い う文 言

を削 除 し てい る 。  

 ６ ペ ー ジ目 、 ⑥ 指導 者 の 指導 力 向 上に つ い て、 最 新 の研 究 成 果等 を 入 手す る

とと も に 、客 観 的 な科 学 的 根拠 に 基 づい た ス ポー ツ 医 ・科 学 の 見地 や 、 コー チ

ング 及 び マネ ジ メ ント の 理 論、 ス ポ ーツ ・ イ ンテ グ リ ティ の 確 保等 を 踏 まえ た 、

まで を 削 除し て い る。  

 ７ ペ ー ジ 目 、（ ６ ） 会 費 に つ い て 、 可 能 な 限 り 低 廉 な 会 費 を 設 定 す る こ と と

して い た が、 な お 、地 域 ク ラブ 活 動 の運 営 団 体・ 実 施 主体 は 、 生徒 や 保 護者 、

地域 住 民 等の 理 解 を得 つ つ 、活 動 の 維持 ・ 運 営に 必 要 な範 囲 で 、可 能 な 限り 低

廉な 会 費 を設 定 す るこ と 。 とい う 文 言を 削 除 した 。  

 

 （中野委員）  

 全 体 的 に ハ ー ド ル が 低 く な り 、 こ の 内 容 で 良 い の で は な い か と 考 え る が 、
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３ ペ ー ジ の ① 活 動 時 間 に つ い て 、 週 当 た り １ ６ 時 間 未 満 と い う 標 記 が あ り

実 練 習 時 間 で あ る と 思 わ れ る が 、 大 会 や 試 合 の 場 合 は 丸 １ 日 か か っ て し ま

う 。 そ の 時 間 を 活 動 時 間 に 含 ま れ る と 週 当 た り １ ６ 時 間 未 満 と い う 縛 り は

ハードルが高く感じるため、望ましという表現にすると弾力的である。  

 

 （事務局）  

 大 会 や 大 会 前 の 練 習 に つ い て は 時 間 を 要 す る と 考 え る た め 、 別 日 に 振 り

替 え る 等 の 対 応 が 必 要 で あ る と 考 え る 。 最 初 の 間 口 と し て は 条 件 を 緩 く す

ることも検討する。  

 

 （中野委員）  

 大 会 に 参 加 す れ ば ６ ～ ７ 時 間 の 時 間 を 要 す る 。 活 動 時 間 を 活 動 全 部 の 時

間 と 位 置 付 け る と な る と 、 大 会 参 加 の 時 間 を 含 め ら れ る と 練 習 時 間 が 不 足

する懸念があるため、弾力的な表現が望ましいと感じる。  

 

 （事務局）  

 種 目 に よ っ て も 要 す る 時 間 は 変 動 す る と 考 え る 。 大 会 参 加 の 時 間 は 含 め

ない等の改良の余地があると考える。  

  

 （本多委員）  

 平 日 ２ 時 間 以 内 、 休 日 ３ 時 間 以 内 と い う 時 間 は 、 大 会 で は な く 練 習 と い

う 解 釈 で あ る と 考 え る 。 こ の 週 当 た り １ ６ 時 間 と い う 時 間 も 練 習 時 間 と い

う解釈で捉えている。  

 

 （吉村委員）  

 平 日 ２ 時 間 以 内 、 休 日 ３ 時 間 以 内 を 基 本 と す る と い う 文 言 で 残 す こ と も

良いと考える。  

 

（尾関委員）  

練 習 試 合 も あ る 。 ７ 時 に 出 発 、 ８ 時 に 到 着 、 １ ２ 時 に 終 了 、 そ れ だ け で

４ 時 間 か か る 。 そ の こ と を 考 慮 す る と 練 習 試 合 も か な り や り 辛 く な る 。 ま

た 、 ど れ 程 、 時 間 管 理 を 行 う の か 。 人 に よ っ て 解 釈 が 異 な っ て 、 部 活 、 地

域 ク ラ ブ に よ っ て は 多 く の 時 間 練 習 し て い る 、 と い う 声 が 挙 が る こ と も あ

る。誰が時間管理するのか。  

 



‐6‐ 

 （事務局）  

 生涯学習推進課である。  

 

 （尾関委員）  

 生 涯 学 習 推 進 課 が ど れ ほ ど の 時 間 練 習 し て い る の か 等 、 管 理 す る こ と で

良 い の か 。 そ れ は 難 し い の で は な い か と 考 え て い る 。 学 校 の 現 状 を 話 せ ば 、

管 理 職 が 時 間 管 理 を し て い る 。 土 日 の 校 外 活 動 の 時 間 も 報 告 し て い る た め 、

ど こ に 行 っ て 、 何 時 間 活 動 し て と い う 事 を 把 握 し て い る 。 日 曜 日 は 基 本 休

養 日 の た め 、 日 曜 日 に 活 動 す れ ば 代 わ り の 休 養 日 の 設 定 ま で 行 う 。 時 間 を

守 ら せ る た め に は 誰 か が 時 間 管 理 を 行 う 必 要 が あ る が 、 地 域 ク ラ ブ で 時 間

管 理 は 難 し い の で は と 感 じ る 。 子 ど も の 健 康 を 考 え た 上 で 、 こ の よ う な 時

間 設 定 と す る こ と を 原 則 と し つ つ 、 地 域 ク ラ ブ に 参 加 す る 子 ど も 、 保 護 者

が そ の よ う な 活 動 を す る と い う 約 束 が な さ れ て い る こ と が 重 要 で あ る 。 も

う少し詳細なケース、事例を示さないと時間管理は出来ない。  

 

 （本多委員）  

 現 時 点 で は 平 日 ２ 時 間 、 休 日 ３ 時 間 を 守 る こ と は 学 校 が 調 査 し て 、 ９ 割

以 上 の 割 合 で 守 ら れ て い る が 、 部 活 動 地 域 展 開 に お い て は 誰 が 時 間 管 理 す

るのかを含めて検討する必要がある。  

 

 （尾関委員）  

 中 野 委 員 の 言 う と お り 、 望 ま し い と い う 表 現 が こ の 認 定 基 準 に 記 載 さ れ

な い と 、 地 域 ク ラ ブ の 指 導 者 に は 難 し い 。 融 通 を き か せ れ る よ う に し な い

と 活 動 が 出 来 な い が 、 そ の 時 間 の 振 れ 幅 が 人 に よ っ て 大 き く 異 な っ て く る

と、不平不満につながる恐れも考えられる。  

 

 （本多委員）  

 ただ単に競技力を高めるのではなく、原則ということであると感じる。  

 

 （尾関委員）  

 こ の よ う な ケ ー ス は な い と は 思 う が 、 原 則 で あ れ ば 守 る 必 要 が な い と 主

張 す る 指 導 者 に 対 し て 、 ど こ ま で 制 限 を か け る の か と い う 検 討 を し て お く

必要がある。  

 

 



‐7‐ 

 （尾関委員）  

 現 状 の 部 活 動 は 放 課 後 か ら 始 ま る が 、 部 活 動 地 域 展 開 で は 、 １ ７ 時 ３ ０

分 か ら ２ ０ 時 ま で の 活 動 時 間 と な り 、 基 本 的 に は 子 ど も た ち は 一 旦 、 帰 宅

し て 指 導 者 が 指 導 で き る 時 間 か ら ２ 時 間 程 度 の 練 習 時 間 と な る と い う 認 識

で間違いないか。  

 

 （事務局）  

 当 初 は １ ７ 時 か ら の 開 始 を 考 え て い た が 、 部 活 動 と 地 域 ク ラ ブ と で は １

７ 時 と い う 時 間 が 重 な る こ と か ら 、 混 雑 回 避 の た め １ ７ 時 ３ ０ 分 開 始 を 想

定している。  

 

 （尾関委員）  

 仮 に １ ５ 時 か ら 指 導 で き る と い う 指 導 者 が い れ ば ど う な る の か 。 １ ５ 時

からの活動となるのか。  

 

 （事務局）  

 その場合は１５時からの活動となる。  

 

 （尾関委員）  

 それはいつの段階の話か。  

 

 （事務局）  

 活動場所等が確保できれば地域移行期間中でも可能。  

 

 （尾関委員）  

 令和１０年までは現状の部活動は存続するのか。  

 

 （事務局）  

 存続する部活動もあれば、地域移行する部活動もある。  

 

 （吉村委員）  

 古 賀 市 に は ３ 中 学 校 あ る が 、 ク ラ ブ ・ 種 目 に よ っ て は 現 時 点 で 成 り 立 た

な い 部 活 動 も 多 く な っ て き て い る 。 仮 に 学 校 が １ ５ 時 に 終 わ っ て 、 １ ５ 時

か ら 指 導 で き る 指 導 者 が い た と し て も 、 ク ラ ブ ・ 種 目 に よ っ て ３ 中 学 校 が

集 ま っ て 部 活 動 を す る と な れ ば 、 送 迎 や 移 動 時 間 等 を 考 慮 す る と 、 子 ど も
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たちのことを考えれば１７時からの設定でも良いのではと考える。  

 

 （薄委員）  

 少 な い ク ラ ブ ・ 種 目 に 関 し て は そ れ で 良 い と 考 え る が 、 そ う じ ゃ な い ク

ラブ・種目もあるため、１７時からの時間設定はどうなのかと感じる。  

 

 （中野委員）  

 冬 場 の 屋 外 を 考 え れ ば 、 １ ７ 時 ３ ０ 分 と い う 時 間 は 屋 外 照 明 が 無 け れ ば

真 っ 暗 に な っ て し ま う 。 薄 委 員 の 意 見 に 賛 成 で あ る が 、 仮 に １ ５ 時 か ら と

い う 時 間 に 来 ら れ る 指 導 者 が い れ ば 、 特 に 冬 は １ ５ 時 か ら の 時 間 設 定 が あ

りがたい。  

 

 （薄委員）  

 ３ 中 学 校 が １ つ の 場 所 に 参 集 す る 際 の 移 動 手 段 は 、 ま た 、 事 故 、 怪 我 を

し た 際 の 責 任 の 所 在 、 物 の 移 動 は ど う す る の か 。 移 動 に 関 し て 、 可 能 な ら

ば 古 賀 市 に は コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス が あ り 、 各 中 学 校 を 周 り １ 箇 所 に 参 集 す る

等 、 予 算 の 問 題 も あ る た め 簡 単 な こ と で は な い と 認 識 し て い る が 、 ３ 中 学

校 が 一 つ に 集 約 さ れ る と い う こ と は 誰 か が 送 迎 し な け れ ば な ら な い 。 部 活

動 で あ れ ば そ の ま ま 各 中 学 校 に お い て 参 加 で き る た め 、 移 動 に 伴 う 事 故 等

の リ ス ク は 最 小 限 に 抑 え ら れ る 。 今 回 の 問 題 点 と し て は そ の よ う な 事 故 に

対してどうするのか、個人の責任になるのか。  

 

 （事務局）  

 ま ず 移 動 に つ い て 、 ３ 中 学 校 が １ つ の 箇 所 に 集 約 さ れ る が 、 自 身 で 移 動

す る 方 も い れ ば 保 護 者 が 送 迎 す る 場 合 も あ る 。 コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス に つ い て

は 即 答 で き な い が 、 検 討 し て い き た い 。 保 険 に つ い て は 保 護 者 負 担 に は な

る が 加 入 が 必 須 で あ り 、 移 動 中 の 事 故 も 対 象 に な る と 考 え る 。 物 の 移 動 に

つ い て は 、 部 活 動 地 域 展 開 さ れ れ ば 、 現 状 あ る 部 活 動 の 備 品 や 部 室 は 使 用

しなくなることから、学校から借用することを考えている。  

 

 （薄委員）  

 指導者が備品の管理をするのか。  

 

 （事務局）  

 指導者になる。  
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 （薄委員）  

 会 費 の 上 限 額 の 設 定 は 設 け な い の か 。 誰 が 会 費 の 価 格 に つ い て の 是 非 を

判断するのか。  

 

 （事務局）  

 会 費 は そ の 地 域 ク ラ ブ が 目 指 す と こ ろ に よ る と 考 え ら れ る 。 よ り 高 い 目

標 を 目 指 す ク ラ ブ は 会 費 が 高 く な る 、 そ う で な い 地 域 ク ラ ブ は 安 く な る と

考 え ら れ る た め 、 認 定 基 準 で 会 費 の 設 定 を 行 う こ と は 相 応 し く な い と 考 え

る。  

 

 （薄委員）  

 で あ れ ば 、 地 域 ク ラ ブ が 会 費 を い く ら に 設 定 し よ う と 市 は 良 い 悪 い は 言

われないということか。  

 

 （事務局）  

 地域クラブによって目指す目標が異なるため難しいと考える。  

 

 （吉村委員）  

 ２ ペ ー ジ 目 の 認 定 要 件 に つ い て 、 資 格 の 取 得 を 削 除 さ れ て い る が 、 今 後

の こ と を 鑑 み れ ば 将 来 的 に は 取 得 す る こ と を 記 載 し て 良 い の で は と 考 え る 。

最 初 は 資 格 必 要 な し と い う 事 例 が 見 受 け ら れ る が 、 将 来 的 に は 資 格 を 取 得

することが望ましいと考える。  

 

 （本多委員）  

 地 域 ク ラ ブ の 立 ち あ が っ た 際 に 、 活 動 対 象 に な る の は 中 学 生 だ け と は 限

ら な い 。 児 童 や 生 徒 や 成 人 、 一 緒 に 競 技 す る 団 体 も あ る 。 既 存 の ス ポ ー ツ

協 会 に 加 盟 す る 団 体 が こ れ を 機 に 地 域 ク ラ ブ と し て 新 た な 活 動 を し て い け

ば 、 児 童 や 生 徒 だ け で な く 成 人 も い る 。 資 料 の 記 載 が 生 徒 ば か り で あ り 部

活がこのまま地域クラブにスライドする内容に見受けられるがどうか。  

  

 （事務局）  

 実 際 に 既 存 の ク ラ ブ に 中 学 生 を 受 け 入 れ て い る ク ラ ブ は あ る 。 小 学 生 、

中 学 生 、 成 人 が 混 在 し て 活 動 す る こ と に な る 。 生 徒 と い う 表 現 が 多 い が 、

会員という別の表現にする等、検討する。  
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 （本多委員）  

 他 自 治 体 に お い て も 同 じ よ う な 書 き ぶ り が あ り 、 同 じ 質 問 を し た と こ ろ 、

地 域 ク ラ ブ は 中 学 生 の み を 対 象 と す る 方 針 で あ る と 回 答 が あ っ た 。 要 す る

に 児 童 、 成 人 は 入 れ な い と い う こ と 。 古 賀 市 は 児 童 も 成 人 も 、 多 世 代 が 会

員として活動する地域クラブという認識で良いか。  

 

 （事務局）  

 その認識で良い。  

 

 （薄委員）  

 地 域 展 開 す る 際 に 、 小 学 生 、 高 校 生 、 成 人 も 一 緒 に 活 動 す る 案 内 を し て

も構わないのか。  

  

 （本多委員）  

 ど う い う 活 動 方 針 で ど う い う 対 象 者 を 求 め て 活 動 す る か は 、 市 が 方 針 に

基づいてどのようなクラブを認定していくか、示していくと考える。  

 

 （中野委員）  

 ス ポ ー ツ 協 会 で も 議 論 し て い る と こ ろ で 、 中 学 生 単 独 の 地 域 ク ラ ブ な の

か 、 も し く は 例 え ば 既 存 の 成 人 の ク ラ ブ に 中 学 生 を 吸 収 す る と い う 言 い 方

が 正 し い か 分 か ら な い が 、 そ の よ う に な れ ば ス ポ ー ツ 協 会 会 員 も 増 え る の

で は と い う 議 論 を し て い る 。 既 存 の 成 人 の ク ラ ブ に 中 学 生 は も ち ろ ん 、 小

学 生 も 吸 収 し て い け ば 、 無 理 な く 中 学 生 を 受 け 入 れ る 土 壌 が 出 来 る 。 新 た

な ク ラ ブ で 中 学 生 を 指 導 す る と な る と 、 ス ポ ー ツ 協 会 も 二 の 足 を 踏 む 人 が

出 て く る 。 ジ ュ ニ ア 期 の ス ポ ー ツ を ど の よ う に 振 興 、 担 保 し て い く か を 考

えた際に、成人のクラブに加入できる選択肢があっても良い。  

 

 （尾関委員）  

 是 非 そ う な っ て ほ し い と 考 え る と 同 時 に 、 認 定 要 件 が ネ ッ ク に な っ て く

る と 考 え る 。 要 件 を も っ と 緩 和 し て 、 子 ど も の 選 択 肢 が 増 え る よ う な 内 容

になってほしい。  

 

 （中野委員）  

 様 々 な 選 択 肢 を 用 意 し て 、 バ リ エ ー シ ョ ン を 増 や し た ほ う が 中 学 生 も 行
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き や す い の か な と 考 え て い る 。 選 択 肢 の 一 つ と し て 、 例 え ば 小 中 学 校 対 象

の バ レ ー ボ ー ル 教 室 を ７ 回 や っ て 、 こ の 練 習 内 容 で 続 け れ る 生 徒 は 続 け て 、

も ち ろ ん 中 に は 辞 め て 他 の 競 技 に 移 る 子 も い る と 思 う 。 そ れ を 徐 々 に ク ラ

ブ化していく試行期間を設けるやり方も良いのではと考えている。  

 

 （本多委員）  

 多 く の ス ポ ー ツ 協 会 か ら は 無 理 な ど の ネ ガ テ ィ ブ な 意 見 が 挙 が る こ と が

多いが、ポジティブな意見が挙がることはありがたい。  

 

 （中野委員）  

 無 謀 な 意 見 に な る か も し れ な い が 、 例 え ば 古 賀 市 に は ２ 高 校 あ り 、 中 高

連 携 の よ う な 、 中 学 生 高 校 生 が 一 緒 に 練 習 す る よ う な 、 そ の よ う な ク ラ ブ

を 試 行 し て も 良 い の で は と 考 え て い る 。 ま た 、 現 状 、 部 活 動 に 弓 道 部 が 無

い が 古 賀 中 学 校 敷 地 内 に 弓 道 場 が あ る 。 弓 道 教 室 を 中 学 校 対 象 に 開 催 し て 、

今 ま で に な い 部 活 動 種 目 の 地 域 ク ラ ブ を 立 ち 上 げ る 、 そ の よ う な 選 択 肢 が

あっても良いのではと議論している。  

 

 （部活動地域展開における指導者の確保について）  

 （福岡県における指導者の派遣制度について）  

 

【事務局による概要説明】  

指 導 者 の 確 保 策 に つ い て は 目 次 に 記 載 し た ３ つ を 検 討 し て い る 。 ま ず 、

１ ． ス ポ ー ツ 協 会 の 指 導 者 登 録 名 簿 の 活 用 に つ い て 、 古 賀 市 ス ポ ー ツ 協 会

に は 、 現 在 、 協 会 に 所 属 す る ク ラ ブ か ら 提 出 さ れ る 届 出 書 を も と に 作 成 し

た 指 導 者 名 簿 が あ る 。 名 簿 に 登 録 の あ る 競 技 数 は １ ６ 競 技 、 指 導 者 数 は １

７ ６ 人 。 ス ポ ー ツ 協 会 に は ２ ３ の 競 技 団 体 が 加 盟 し て お り 、 各 競 技 団 体 に

は そ れ ぞ れ ク ラ ブ チ ー ム が 所 属 し て い る が 、 指 導 者 と し て 登 録 す る 際 は 各

競 技 団 体 の 会 長 を 通 じ 、 届 出 を ス ポ ー ツ 協 会 に 提 出 し 登 録 す る こ と と な る 。

登録するにあたり要件や有効期間は無い。  

一 方 で 課 題 も あ り 、 部 活 動 と し て 実 施 さ れ て い る 種 目 の う ち 、 軟 式 野 球 、

バ レ ー ボ ー ル 、 剣 道 、 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 、 バ ド ミ ン ト ン な ど は 指 導 者 が 少

な い 、 も し く は 指 導 者 の 登 録 が 無 い 。 最 新 の 情 報 が 反 映 さ れ て い な い こ と 、

さ ら に 指 導 可 能 な 曜 日 ・ 時 間 帯 や 年 齢 の 情 報 が 登 録 さ れ て い な い こ と も 課

題となっている。  

４ ペ ー ジ 目 、 こ う し た 状 況 を 踏 ま え て 、 地 域 ク ラ ブ の 指 導 者 と し て こ の
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名 簿 を 活 用 す る た め の 登 録 要 件 案 を 示 す 。 具 体 的 に は 、 ス ポ ー ツ 協 会 が 主

催 す る 研 修 会 受 講 の 必 須 化 、 安 全 管 理 の 実 施 や ハ ラ ス メ ン ト に 関 す る 誓 約

書 の 提 出 、 活 動 中 の 怪 我 に 備 え た 保 険 加 入 義 務 、 そ し て 年 齢 は １ ８ 歳 以 上

と す る こ と 。 ま た 、 運 用 方 針 案 と し て 定 期 的 な 意 向 調 査 の 実 施 、 活 動 記 録

の 把 握 、 事 故 や 不 適 切 行 為 へ の 対 応 、 不 適 切 行 為 が あ っ た 場 合 の 登 録 抹 消

といった仕組みを検討して いる。  

６ ペ ー ジ 目 、 ２ ． 市 内 ス ポ ー ツ 施 設 の 定 期 利 用 団 体 （ 非 加 盟 団 体 ） に 所

属 す る 指 導 者 の 発 掘 と い う こ と で 、 ス ポ ー ツ 協 会 に 加 盟 し て い な い 団 体 か

ら の 人 材 発 掘 に な る 。 対 象 と な る 団 体 は 、 令 和 ７ 年 度 で は ジ ュ ニ ア ス ポ ー

ツ 団 体 が ３ ５ 団 体 、 一 般 団 体 は ４ ５ 団 体 あ る 。 こ う し た 団 体 に も 協 力 を お

願 い し 、 指 導 者 と し て 協 力 可 能 な 方 を 名 簿 化 し て 活 用 す る 予 定 。 登 録 要 件

や運用方針は スポーツ協会のケースと同様に考えて いる。  

７ ペ ー ジ 目 、 こ れ ら ス ポ ー ツ 協 会 加 盟 団 体 と 非 加 盟 団 体 か ら の ２ つ の 名

簿 を 合 わ せ て 人 材 バ ン ク と し 、 そ の 運 用 は 市 の 生 涯 学 習 推 進 課 、 ま た は コ

ーディネーターが担い、スポーツ協会も協力する体制を考え ている。  

８ ペ ー ジ 目 、 ３ ． そ の 他 の 指 導 者 確 保 策 に つ い て 、 そ の 他 の 確 保 策 と し

て 、 福 岡 県 ア ス リ ー ト 人 材 活 用 コ ン ソ ー シ ア ム 、 福 岡 県 ス ポ ー ツ リ ー ダ ー

バ ン ク の 活 用 、 市 ホ ー ム ペ ー ジ や Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ に よ る 随 時 募 集 と い っ た 方 法 も

検討している。  

別 紙 ４ に つ い て 、 福 岡 県 ア ス リ ー ト 人 材 活 用 コ ン ソ ー シ ア ム は 、 県 内 の

大 学 や 企 業 、 ト ッ プ ス ポ ー ツ チ ー ム 、 総 合 型 地 域 ス ポ ー ツ ク ラ ブ か ら 指 導

者 を 派 遣 す る 制 度 で あ る 。 派 遣 元 の 大 学 、 企 業 等 は 表 に 記 載 の と お り 。 指

導 者 の 派 遣 は 原 則 休 日 の み と な っ て お り 、 派 遣 に 係 る 旅 費 や 謝 金 は 福 岡 県

で 負 担 す る こ と と な っ て い る 。 ま た 、 次 の ペ ー ジ の 福 岡 県 ス ポ ー ツ リ ー ダ

ー バ ン ク に つ い て 、 福 岡 ス ポ ー ツ 振 興 セ ン タ ー が 運 営 す る ホ ー ム ペ ー ジ に

掲 載 さ れ て い る も の で 、 指 導 内 容 や 指 導 場 所 、 指 導 対 象 な ど か ら 検 索 し 、

そ の 条 件 に 合 致 す る 登 録 者 が ピ ッ ク ア ッ プ さ れ る と い う シ ス テ ム に な っ て

い る 。 条 件 に 合 う 方 が い れ ば 、 ま ず 福 岡 県 ス ポ ー ツ 振 興 セ ン タ ー に 連 絡 し

て 、 そ こ か ら 該 当 者 に 連 絡 し て い た だ き 、 そ の 後 は 直 接 交 渉 と い う 流 れ と

なっている。  

 

 （薄委員）  

 部活動地域展開の際の指導者に対する予算はどれほどあるのか。  
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 （事務局）  

 今 年 度 に つ い て は 指 導 者 に 対 す る 予 算 は な い 。 謝 金 に つ い て は そ の 地 域

クラブが支出することとなる。  

  

 （薄委員）  

 以前の審議会資料で謝金１，６００円／１時間という数字を見たが。  

 

 （事務局）  

 地域の方が学校に出向き指導する地域連携の場合の数字である。  

 

 （薄委員）  

 部活動地域展開を行う指導者には謝金はないのか。  

 

 （事務局）  

基 本 的 に は 地 域 ク ラ ブ と 指 導 者 の 契 約 に な る た め 、 地 域 ク ラ ブ が ど れ 程

の謝金を支払うかによる。  

 

（薄委員）  

要 す る に 指 導 者 に 対 し て は 無 報 酬 、 ボ ラ ン テ ィ ア で 指 導 し て 会 費 に つ い

て は 地 域 ク ラ ブ で 設 定 し 徴 収 す る と い う こ と で 良 い か 。 こ の 件 に つ い て は

よ く 聞 か れ る た め し っ か り と 伝 え て も ら い た い 。 指 導 者 に 対 し て 無 報 酬 で

あ れ ば 、 指 導 者 は 見 つ け に く い 、 指 導 者 と し て 継 続 し て い く に は 難 し い こ

とから手を挙げる指導者はいないと考える。その割には荷が重い。  

 

（本多委員）  

少 な く と も 地 域 ク ラ ブ を 立 ち 上 げ る 、 運 営 す る 方 々 に 対 し て あ る 程 度 の

報 酬 が 無 け れ ば 持 続 可 能 と は な ら な い 。 兼 職 兼 業 で 指 導 す る 先 生 方 に 対 し

て も こ れ 以 上 の 手 当 が つ か な け れ ば モ チ ベ ー シ ョ ン は も ち ろ ん 、 持 続 可 能

な 地 域 ク ラ ブ と は な ら な い 。 極 端 な 話 を す れ ば 、 既 存 の ス ポ ー ツ ク ラ ブ で

職 業 と さ れ て い て 年 収 も 多 い 方 が い る 。 部 活 動 地 域 展 は う ま く や れ ば 自 分

の 時 間 、 家 族 の 時 間 を 犠 牲 に し て ま で 平 日 も 週 末 も 活 動 し て き た 方 々 に と

っ て は チ ャ ン ス で も あ る 。 そ れ で 食 べ て い け る と い う こ と は 非 常 に 限 ら れ

た 例 か も し れ な い が 、 新 し い ビ ジ ネ ス チ ャ ン ス と い っ た 可 能 性 も 大 い に あ

る。  

 



‐14‐ 

（薄委員）  

そ れ な ら ば も う ク ラ ブ チ ー ム で 良 い の で は な い か と い う 意 見 が 挙 が る の

で は 。 ク ラ ブ チ ー ム で あ れ ば 会 費 を い く ら 徴 収 し よ う と 、 規 約 、 週 １ ６ 時

間 の 活 動 時 間 と い っ た 制 約 が 無 く な る 。 地 域 ク ラ ブ で は 様 々 な 制 限 が あ る 。  

地 域 展 開 で 良 い と こ ろ は 、 学 校 の 延 長 で ス ポ ー ツ を 選 択 で き 、 少 し の 時 間

で も 初 心 者 で も 入 り や す い 、 そ れ が ク ラ ブ チ ー ム と 異 な る 点 だ と 考 え て い

る 。 現 状 か ら 言 う と 指 導 者 が 見 つ か る 可 能 性 は 低 い 、 ど れ く ら い の 人 材 を

見つけることが出来たのか。  

 

 （本多委員）  

 人 材 の 話 を す る と 必 ず 見 つ か ら な い と い う 話 に な る が 、 同 時 進 行 で や ら

な け れ ば な ら な い の が 発 掘 と 育 成 。 地 域 ク ラ ブ だ け で な く 、 既 存 の ス ポ ー

ツ ク ラ ブ も 抱 え て い る 問 題 。 長 年 、 同 じ 指 導 者 が 指 導 を 続 け て 次 世 代 の 指

導 者 育 成 が 追 い 付 か な い 。 部 活 動 地 域 展 開 を 進 め る に あ た っ て は 、 人 材 を

確 保 す る だ け で な く 、 将 来 を 見 据 え て ど の よ う に 指 導 者 を 育 成 す る か を 始

め て い か な け れ ば な ら な い 。 例 え ば 大 学 生 の 話 を す る と 、 大 学 生 は 部 活 動

に 入 っ て お り 出 て い く 時 間 が 無 い こ と か ら 、 派 遣 型 で は な く 参 集 型 を 実 施

し て い る 。 ま た 、 大 学 の 部 活 動 に は 入 っ て い な い が 、 運 動 ス ポ ー ツ が 好 き

で 地 域 で 活 動 し て い る 大 学 生 は 多 い 。 そ の よ う な 大 学 生 が 地 域 ク ラ ブ の 手

伝 い に く る ケ ー ス 、 将 来 の 指 導 者 候 補 と し て の 育 成 を 始 め ら れ る 。 そ の よ

うに将来を見据えて活動していかないと持続可能とはならない。  

 

 （薄委員）  

 令 和 １ ０ 年 で 部 活 動 が 無 く な る と い っ た 情 報 が 流 れ て い る 中 で 、 育 成 も

し て い か な け れ ば な ら な い こ と は 理 解 す る が 、 果 た し て 間 に 合 う の か 。 ス

ポ ー ツ 推 進 審 議 委 員 と し て そ の よ う な こ と ま で 考 え て 発 言 し て い る 。 こ れ

で 指 導 者 が 見 つ け ら れ な か っ た と い う 結 果 に な っ た 場 合 に ど う な る の か 、

懸 念 し て い る 。 今 、 議 論 し て お か な け れ ば 部 活 動 地 域 展 開 を 考 え て く れ る

人は誰なのか、懸念しているため発言する。  

 

 （中野委員）  

 ス ポ ー ツ 協 会 で ５ か 年 プ ラ ン を 作 成 し 、 指 導 者 発 掘 育 成 の 取 り 組 み を 進

め て い る 。 登 録 し て い る 指 導 者 の み な ら ず 、 同 時 に 発 掘 育 成 を 実 施 、 毎 年

３ つ の 方 向 性 で 実 施 す る 。 一 つ 目 は 年 に １ 回 程 の 指 導 者 を 集 め て の 研 修 会 、

２ つ 目 は 県 や 教 育 委 員 会 が 開 催 す る 研 修 へ の 指 導 者 派 遣 、 ３ つ 目 は 指 導 者
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の 実 践 事 例 を 発 表 す る 研 修 を 考 え て い る 。 あ る 程 度 、 指 導 者 と し て の 意 識

が 高 ま り 素 質 の あ る 指 導 者 に つ い て は 、 地 域 ク ラ ブ で の 指 導 者 と す る 。 計

画 的 に 実 施 し 、 そ の よ う な 機 運 、 土 壌 を 創 っ て い く こ と が ス ポ ー ツ 協 会 の

役目であると考えている。  

 

 （尾関委員）  

 み ん な が 楽 し め る 地 域 ス ポ ー ツ が 理 想 的 で は な い か と 考 え て い て 、 自 身

も 部 活 動 に 励 ん で い た 身 で あ り 、 部 活 動 で 中 体 連 に 出 場 し て 結 果 を 残 し た

い 、 さ ら に 高 い レ ベ ル で 全 国 大 会 を 狙 う よ う な 子 ど も た ち も い る 、 果 た し

て 地 域 ク ラ ブ は ど ん な 子 ど も た ち を カ バ ー し よ う と し て い る の か 。 お 金 を

い く ら 払 っ て で も 全 国 レ ベ ル で 競 技 し た い と い う 子 ど も た ち に と っ て は 、

現 状 、 中 体 連 に ク ラ ブ チ ー ム も 出 場 で き る し 既 存 の ク ラ ブ チ ー ム が あ れ ば

そ ち ら に 行 け る の で は 。 逆 に 児 童 、 生 徒 、 大 人 み ん な が 楽 し む 活 動 で あ れ

ば そ こ は ス ポ ー ツ を 楽 し む 団 体 と い う 位 置 づ け で 良 い の か な と 。 そ う な る

と地域クラブはどんな位置付けになるのか気になる。  

 

 （ 薄 委 員）  

 地 域 ク ラ ブ の 指 導 者 に よ る と い う 話 が あ っ た が 、 そ こ が す ご く 引 っ か か

る と い う か 、 結 局 そ の 地 域 ク ラ ブ に 手 を 挙 げ た 指 導 者 の 意 識 次 第 で 強 い チ

ー ム に し た と い う 意 識 で あ れ ば そ の よ う な チ ー ム に な っ て し ま う と 感 じ る 。  

市 が 道 を 創 っ て 地 域 ク ラ ブ を 創 ろ う と し て い る が 、 当 初 の 目 的 は 中 学 生 の

行 き 場 の 確 保 で あ る と 考 え て い る が 、 こ れ ま で の 議 論 を 総 合 す る と 、 地 域

ク ラ ブ が 幅 広 い 指 導 者 が 必 要 と な っ て い て 、 参 加 者 も 様 々 で 、 果 た し て そ

のような中で地域クラブの認定要件を作れるのか分からなくなってきた。  

 

 （本多委員）  

 大 事 な 事 だ と 考 え る 。 個 人 の 意 見 と し て は 少 子 化 の 割 合 よ り も 、 部 活 動

に 入 る 人 数 、 小 中 高 大 に 上 が る に つ れ て ス ポ ー ツ 人 口 が 減 っ て い る こ と は 、

指 導 し て き た 我 々 の 責 任 。 指 導 の 在 り 方 は 見 直 さ な け れ ば な ら な い が 、 メ

デ ィ ア で も 騒 が れ て い る が 信 じ ら れ な い 実 態 が 明 ら か に な る 。 一 方 で 、 競

技志向ではない、共生社会に根付いたスポーツ団体が望ましいと感じる。  

 

 （中野委員）  

 中 学 生 に 関 わ っ て 感 じ た こ と が 、 大 き く ３ つ の 分 類 が あ る 。 競 技 志 向 の

強 い 子 、 楽 し み た い 子 、 別 の 競 技 も し な が ら 様 々 な 体 験 を し た い 子 、 表 現
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す れ ば Ａ 群 （ 競 技 志 向 の 強 い 子 ）、 Ｂ 群 （ 楽 し み た い 子 ）、 Ｃ 群 （ 別 の 競 技

も し な が ら 様 々 な 体 験 を し た い 子 ） が あ り 、 地 域 ク ラ ブ は Ｂ 、 Ｃ 群 で 良 い

の で は と 考 え て い る 。 Ａ 群 は 強 く な り た い な ら そ の よ う な ク ラ ブ チ ー ム に

行 っ て も 良 い と 考 え て い る 。 た だ 、 ど う し て も 部 活 動 の 評 価 は 強 い 人 は い

る の か 、 結 果 は ど う だ っ た の か と 必 ず 聞 か れ る 。 そ れ が 部 活 動 の 評 価 と い

う 認 識 が 一 般 社 会 の 中 に あ る 気 が す る 。 も っ と 別 の 指 標 で 評 価 で き る 考 え

方 が 無 い の か と 。 指 導 者 と し て は Ｂ 、 Ｃ 群 の 子 た ち を ど う す れ ば Ａ 群 に 引

き 上 げ る こ と が 出 来 る の か を 考 え て い る が 、 地 域 ク ラ ブ に は Ｂ 、 Ｃ 群 志 向

の子らで良いのではと感じる。  

 

 （尾関委員）  

 個 人 的 に 地 域 ク ラ ブ に は Ｂ 、 Ｃ 群 の 子 ら が 楽 し め る 地 域 ク ラ ブ を 創 る こ

と が 良 い と 考 え る が 、 中 体 連 へ の 出 場 が 出 来 る の か と い う 課 題 が あ る 。 今

す ぐ に 結 論 を 出 す 必 要 は な い が 、 ど う い っ た ク ラ ブ を 認 定 し て 中 体 連 に 出

場 で き る の か は 保 護 者 に 必 ず 聞 か れ る た め 、 ど う や っ て 中 体 連 へ の 出 場 を

担保するのかを検討する必要がある。  

 

 （吉村委員）  

 子 ど も たち が ど のよ う な 思い で 参 加し て い くか 、 そ れに 対 し て大 人 た ちが ど

んな チ ー ムを 創 っ てい く か 、Ｂ 、 Ｃ 群と い う 考え で 良 いの で は ない か 、 様々 な

子ど も を 助け る 思 いで 良 い ので は な いか と 感 じる 。  

 

 （ 薄 委 員）  

 令 和 １ ０年 に 子 ども た ち の行 き 先 が無 く な るこ と が ない よ う にす る た めの 会

議で あ る と認 識 し てい る 。 その た め にた く さ んの ア イ デア が 必 要。 こ の まま で

あれ ば ス ポー ツ が 出来 な く なる 、 選 択肢 が 減 って し ま うと 感 じ る。  

 

 （ 吉 村 委員 ）  

 別 紙 ４ 、福 岡 県 アス リ ー ト 人 材 活 用コ ン ソ ーシ ア ム につ い て 、県 が 実 施す る

事業 に な るが 今 後 も継 続 し てあ る 事 業で は な い。 令 和 ７年 度 ま では 実 施 して い

るが 、 次 年度 以 降 も実 施 す るか は 未 だ分 か ら ない 。 今 後も 継 続 して 実 施 され れ

ば良 い が 、こ の 事 業を 頼 る こと は 怖 いか な と 感じ る 。  

 

（公立学校の教師等が地域クラブ活動に従事する場合の兼職兼業につい  

て ）  
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【事務局による概要説明】  

教 育総 務 課 は学 校 教 職員 の 人 事・ 総 務 に関 す る こと を 管 轄し て い るた め 、教

育総 務 課 から 説 明 する 。 ま ず、 教 職 員の 地 域 クラ ブ 活 動に 従 事 する 場 合 の兼 職

兼業 に つ いて 、 公 立学 校 の 教師 等 は 自ら 希 望 する 場 合 に法 律 の 規定 に 基 づき 、

教育 委 員 会 の 許 可 を得 た 場 合は 兼 職 兼業 を 行 うこ と が 可能 と な る。 教 職 員が 兼

職兼 業 の 許可 を 得 るプ ロ セ スに つ い て、 一 般 的に は 、 兼職 兼 業 希望 先 の 地域 ク

ラブ か ら の依 頼 状 を基 に 、 所属 す る 学校 長 へ 相談 ・ 了 承の 上 、 教育 委 員 会の 兼

職兼 業 の 許可 を 得 て地 域 ク ラブ の 業 務に 従 事 する こ と とな る 。 これ に よ り、 報

酬を 受 け て従 事 す るこ と が 可能 と な る。 一 方 で兼 職 兼 業時 の 業 務の 管 理 監督 者

は普 段 の 教師 と し ての 管 理 監督 者 で ある 校 長 と異 な る こと 、 勤 務時 間 に つい て

は教 師 等 とし て の 労働 時 間 と兼 職 兼 業先 の 労 働時 間 を 通算 す る 必要 が あ り、 こ

の点 に つ いて は 留 意す る こ と。  

地 域ク ラ ブ 活動 に お いて 指 導 を希 望 す る教 師 等 の兼 職 兼 業の 形 態 につ い て、

９ペ ー ジ 目を 参 照 。考 え ら れる 兼 職 兼業 の 例 をま と め たも の 。 大き く 分 けて 自

治体 が 運 営主 体 と して 教 員 に委 託 し 謝金 等 を 支払 う 例 、民 間 の 地域 団 体 が運 営

主体 と し て教 員 と 雇用 契 約 を締 結 す る、 委 託 する 、 ま たは 有 償 ボラ ン テ ィア と

して 依 頼 する 例 が あり 、 勤 務形 態 に よっ て 取 り扱 い が 異な る 。 次に そ の 他と し

ては 、 教 員本 人 が 無償 ボ ラ ンテ ィ ア とし て 活 動を 行 う 例が 考 え られ こ と で提 示

され て い る。 古 賀 市に お け る地 域 ク ラブ で 教 職員 が ど のよ う に 関わ っ て いく か 、

今後 の 検 討次 第 に なる と 考 える 。 現 時点 で は 民間 の 地 域団 体 で の有 償 ボ ラン テ

ィア が 考 えれ る と 想定 し て いる 。  

兼 職兼 業 を 行う 際 の 留意 点 と して 、 兼 職兼 業 を 希望 し な い教 師 へ の依 頼 は禁

止さ れ て いる 。 ま た、 兼 職 兼業 を 行 う場 合 、 地域 ク ラ ブに 従 事 する 時 間 であ っ

ても 教 師 とし て の 勤務 が 急 遽必 要 と なっ た 場 合に は 、 教師 と し ての 勤 務 に当 た

れる よ う にし て お く必 要 が ある 。 教 師と し て の勤 務 時 間内 に 兼 職兼 業 先 の業 務

に従 事 す る場 合 は 、職 務 専 念義 務 の 免除 の 承 認が 必 要 であ る 。  

次 に教 師 の 健康 管 理 等の 観 点 から 留 意 する 事 項 とし て 、 教師 が 地 域ク ラ ブで

兼職 兼 業 を希 望 す る場 合 に は、 学 校 にお け る 労働 時 間 と地 域 ク ラブ に お ける 労

働時 間 を 通算 し た 時間 か ら 、法 定 労 働時 間 を 差し 引 い た時 間 が 、複 数 月 平均 ８

０時 間 以 内と な ら ない 場 合 は、 兼 職 兼業 の 許 可を だ さ ない こ と とな る 。 教師 の

健康 確 保 のた め に 、超 過 勤 務時 間 は １月 ４ ５ 時間 以 内 であ る こ とが 望 ま しい と

され る 。 この た め 、本 市 に おい て も 兼職 兼 業 する 場 合 は、 指 定 の様 式 等 を作 成

して 活 動 時間 を 毎 月、 学 校 長等 を 経 由し て 教 育委 員 会 に報 告 す るこ と を 想定 し

てい る 。  
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 次 に 、 事故 が 発 生し た 際 の責 任 ・ 対応 に つ いて 、 基 本的 に は 地域 ク ラ ブで の

活動 中 の 事故 の 責 任所 在 は 学校 で は なく 地 域 クラ ブ と なる 。  

 兼 職 兼 業時 の 指 揮監 督 の 主体 に つ いて は 、 指揮 命 令 権者 は 校 長で は な く地 域

クラ ブ に なる 。  

 教 育 総 務課 で は 説明 し た 手引 き の 内容 を 基 に、 市 内 の教 職 員 向け に 兼 職兼 業

マニ ュ ア ル の 作 成 に向 け て 準備 し て おり 、 準 備が 出 来 次第 、 教 職員 に 向 けて 配

布を 行 う 。  

 

 （ 横 田 委員 ）  

 古 賀 竟 成館 高 校 は、 市 で はな く 古 賀高 等 学 校組 合 と いう 組 合 にな る 。 古賀 竟

成館 高 校 の職 員 が 地域 ク ラ ブで 兼 職 兼業 し た い場 合 も 、こ の 手 引き に 当 ては ま

るの か 。  

 

 （ 事 務 局）  

 組 合 立 は所 管 が 異な り 組 合の 教 育 委員 会 の 規定 に 則 るこ と と なる が 、 国が 示

す指 針 は 公立 学 校 に所 属 す る職 員 向 けで あ る ため 、 考 え方 は 同 じに な る と考 え

る。  

 

 （ 尾 関 委員 ）  

 自 治 体 から 教 職 員が 委 託 を受 け る 場合 は 、 地域 ク ラ ブの 代 表 とし て 委 託を 受

ける と い うこ と か 。  

 

 （ 事 務 局）  

 代 表 の 場合 も あ れば 指 導 者の 場 合 もあ り 様 々な ケ ー スが 考 え られ る 。 ここ で

は例 を 挙 げて い る が、 実 際 に市 で こ のよ う な 形に な る かは 不 確 定で あ る 。  

 

 （ 尾 関 委員 ）  

 ど の よ うな ケ ー スが あ る か想 定 し た上 で 教 職員 に 示 して ほ し い。  

 

 （ 事 務 局）  

 手 引 き では 様 々 なケ ー ス を示 す こ とと し た い。  

 

 （ 薄 委 員）  

 こ の 内 容は 小 学 校に も 周 知す る の か。  
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 （ 事 務 局）  

 周 知 す る。  

  

 （ 薄 委 員）  

 運 営 主 体が 民 間 の団 体 で ある ケ ー スを 示 さ れて い た が、 運 営 主体 は 自 治体 で

はな い の か。  

 

 （ 尾 関 委員 ）  

 教 職 員 が兼 職 兼 業で 委 託 を受 け る こと は 非 常に リ ス クが 高 い 。様 々 な 賠償 責

任を 教 職 員が 負 わ なけ れ ば なら な い リス ク を 教職 員 が 理解 し な けれ ば な らな い 。

どの ケ ー スで あ れ ばだ れ が 責任 を 負 わな け れ ばな ら な い、 指 導 者と し て 保険 に

入っ て お かな け れ ばな ら な いと い う 判断 を 教 職員 自 身 が判 断 し なけ れ ば なら な

い、 そ の よう な 形 にな っ て いる 。 教 職員 の 立 場と し て 意見 を 挙 げて い る が、 古

賀市 の ケ ース で あ れば こ の よう な ケ ース が あ る等 、 マ ニュ ア ル に入 れ て ほし い 。  

 

 （ 事 務 局）  

 基 本 的 には ９ ペ ージ の 表 に沿 っ て 作成 し た いと 考 え るが 、 民 間と い う 言葉 が

誤解 を 与 えか ね な いの で 改 めて い き たい 。  

 

 （ 薄 委 員）  

 中 学 校 の教 職 員 で部 活 動 を指 導 し たい と い う方 は ど れ程 い る のか 。  

 

 （ 本 多 委員 ）  

 あ る 市 の場 合 は １８ ％ 程 で非 常 に 低か っ た が、 様 々 なモ デ ル 事業 を 実 施し て

いく 中 で ２０ ～ ３ ０％ に 上 がっ た 。 具体 例 が 分か ら な いと 指 導 した く な いと い

う方 は 多 く、 具 定 例が 分 る と指 導 し たい と い う方 は 増 えた ケ ー スが あ る 。  

 

 （ 薄 委 員）  

 例 え ば １０ ％ の 方で も 具 体例 が 分 れば 指 導 者に な り たい 方 は すぐ に 指 導者 に

なれ る と 考え る 。  

 

 （ 事 務 局）  

 手 引 き に則 っ た マニ ュ ア ル を 示 す 時期 に 小 中学 校 の 教職 員 に アン ケ ー トを 実

施す る 。 その 際 に どれ 程 の 教職 員 が 指導 者 に なり た い か、 割 合 が見 え て くる の

では と 考 える 。 ２ 年程 前 、 学校 教 育 課が 中 学 校の 教 職 員向 け に 、部 活 動 に関 す
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るア ン ケ ート を 実 施し て お り、 そ の 中に 報 酬 を受 け て 指導 す る こと を 希 望す る

かの 項 目 があ っ た が、 希 望 する と 答 えた 教 職 員が ５ ０ ％弱 あ り 、半 分 の 教職 員

が希 望 し ない と 回 答し て い る。  

 

 （ 本 多 委員 ）  

 あ る 町 では 原 則 、兼 職 兼 業モ デ ル で地 域 展 開を 行 う 方針 で あ り、 今 年 度か ら

２中 学 校 で６ ク ラ ブを 地 域 クラ ブ と して 実 施 して い る 。次 年 度 以降 か ら クラ ブ

を増 や し て実 施 し てい く と 思わ れ る が、 学 校 教育 課 と 連携 し て 資料 も い ただ け

るの で は と考 え る 。  

 

 （ 薄 委 員）  

 教 職 員 に対 す る アン ケ ー ト は い つ 頃実 施 す るの か 。  

 

 （ 事 務 局）  

 準 備 中 のた め 、 秋頃 に 出 来れ ば と 考え て い る。  

 

 （ 尾 関 委員 ）  

 ア ン ケ ート を と るの は 地 域ク ラ ブ につ い て か。  

 

 （ 事 務 局）  

 兼 職 兼 業の ア ン ケー ト で 、質 問 項 目で 地 域 クラ ブ で の指 導 を 希望 す る かの 項

目や 、 ク ラブ チ ー ムで の 指 導経 験 は ある か 等 の項 目 を 考え て い る。  

 

 （ 中 野 委員 ）  

 横 田 委 員に お 聞 きし た い が、 冒 頭 で中 学 生 と高 校 生 が連 携 し たス ポ ー ツ活 動

を考 え て いる と 述 べた が 、 夏休 み 中 に中 学 生 が高 校 へ 出向 き 部 活動 体 験 をし て

いる と 聞 いた 。 活 動場 所 、 指導 者 な どの 様 々 な問 題 は ある が 、 中学 生 の 受け 皿

とし て 高 校生 と 一 緒に 活 動 でき る 可 能性 は あ るか 。  

 

 （ 横 田 委員 ）  

 ゼ ロ で はな い と 考え る 。 古賀 中 学 校体 育 館 が工 事 で 使用 で き ない と の こと で 、

古賀 竟 成 館高 校 に 出向 い て 一緒 に 練 習し て お り、 そ の 中で 高 校 の技 術 力 など を

学び 、 そ れを 通 し てこ こ で やり た い と考 え て もら え れ ばな り 得 る。 そ の よう な

考え で ゼ ロで は な い。 た だ 、そ の よ うな 部 活 動が た く さん あ る かと 言 わ れれ ば

そう と は 言い 難 い 。  


